










  要約:過去 5 年間に三重ナ学病院産科主催の母親学級において、主に産後うつ病に関す

る産前教育を受けた妊婦の中で、産後に産褥婦自身がリエゾン医に相談してきた 16 名を

対象として、臨床統計的調査を行った。総受講例 483 名の中で、相談例は平均 3.3%であ

った。精神科診断としては、軽うつ状態が最も多く(43.8%)、神経症(18.8%)とうつ病(12.5%)

かこれに次ぎ、非定型精神病、幼児虐待症候群もみられた。相談時期については産後 7～

8 週後に集中して、発病後から相談に至る期間は平均約 4 週間であり、軽症の軽うつ状態

群が最も早期に相談していた。相談経路については、助産婦や保健婦経由の例もみられた

が、リエゾン医に直接相談した産褥婦が最も多かった(62.5%)。全体の 87.5%は初期相談

に電話を使用していた。相談例 16 名のうち、14 名に精神科治療を行った。このような産

前教育の果す役割と産後うつ病の予防の意義について検討した。


